
急性呼吸器感染症(ARI)サーベイランス
の実務について

川崎市健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当



急性呼吸器感染症(ARI)サーベイランス 【目的】

１．目的
外来診療の中で、症状で定義する急性呼吸器感染症(ARI)をサーベイランスの対象

とすることにより、

①急性呼吸器感染症の発生数及び病原体を把握し、急性呼吸器症状を呈する
感染症の流行の動向を把握する。

②平時から症状に基づいたサーベイランスを行うことで、未知の呼吸器感染症
が発生し増加し始めた場合に、迅速に探知することが可能となるようにする。

２．開始時期
令和７年４月７日

患者定点 における報告開始：４月１４日
令和７年第１５週【4月7日(月)〜4月13日(日)】

病原体定点における検体採取：４月７日以降



急性呼吸器感染症(ARI)サーベイランス【症例定義】

３．急性呼吸器感染症（ARI）の症例定義
次の定義に一致する症例が、定点医療機関からの報告対象となります。
咳嗽、咽頭痛、呼吸困難、鼻汁、鼻閉のどれか１つの症状を呈し、
発症から10日以内の急性的な症状であり、
かつ医師が感染症を疑う外来症例

・感染症危機を起こす呼吸器感染症が「発熱しない」頻度が高い場合もありうるため
・発熱を伴わない頻度が比較的高いRSウイルス感染症等も含めるため

なぜ、発熱の有無を問わないのか？

追加



急性呼吸器感染症(ARI)サーベイランス【定点設置数】

４．患者定点／病原体定点の設置数について

・感染症発生動向調査事業実施要綱に記載される定点設計の基準を参考に設置
する。
（当該基準において計算すると、現在の定点数から減数となる。）

・定点数については、各都道府県の判断にて設置することができる。

定点を減らした場合、現在使用している注意報や警報等の基準値が使用で
きなくなります。
本市では、データの継続性の観点から、令和７年度当初においては、現在

の定点数を維持する方針です。



内科定点／小児科定点 【報告疾患】

５．今後の患者定点における報告疾患について

（１）内科定点
（現在）インフルエンザ/COVID-19定点 ⇒（令和７年４月７日以降）急性呼吸器感染症定点
インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症

の患者数
インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症

の患者数
＋

急性呼吸器感染症の症例定義に一致する 患者数

（２）小児科定点
（現在）小児科定点、インフルエンザ/COVID-19定点 ⇒（令和７年４月７日以降）小児科定点、急性呼吸器感染症定点

RSウイルス感染症、咽頭結膜熱、A群溶血性
レンサ球菌咽頭炎、ヘルパンギーナ、
感染性胃腸炎、水痘、手足口病、伝染性紅斑、
突発性発しん、流行性耳下腺炎、
インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症

の患者数

RSウイルス感染症、咽頭結膜熱、A群溶血性
レンサ球菌咽頭炎、ヘルパンギーナ、
感染性胃腸炎、水痘、手足口病、伝染性紅斑、
突発性発しん、流行性耳下腺炎、
インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症

の患者数
＋

急性呼吸器感染症の症例定義に一致する 患者数

・通常の診療を行っていただき、その中で診断された患者数を御報告ください
・定点報告のために、検査を行って診断をしていただくものではありません

急性呼吸器感染症の報告を行っていただく上での基本的な考え方



内科定点／小児科定点 【計上方法】
６．厚生労働省 都道府県説明会（令和７年２月１８日） 資料及び質疑応答より

（問１） インフルエンザやCOVID-19の届出基準を満たし、急性呼吸器感染症の症例定義にも一致した場合

（回答）インフルエンザやCOVID-19にもカウントし、急性呼吸器感染症にもカウントします。

（問２） 同一患者が同じ週に複数回受診した場合

（回答）同一患者が同じ週に複数回受診した場合でも、症例定義を満たす限りは、受診のタイミングごとに計上し
ます。

（問３） 急性呼吸器感染症として報告された患者が、後日にインフルエンザやCOVID-19と診断された場合

（回答）初診時に急性呼吸器感染症として計上し、後日インフルエンザやCOVID-19と診断された場合は、それ
ぞれの感染症としても、重複して計上します。

（問４） 後日の検査結果で他疾患と判明した場合、報告修正は必要か

（回答）後日、別の疾患と判明した場合にも、修正の必要はありません。



内科定点／小児科定点 【計上例】

受診状況 計上方法
例 初診 同一週の再診 初診時 同一週の再診時

１ ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ（＋）
ARI（該当）

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ（１）
ARI（１）

２ ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ（＋）
ARI（非該当）

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ（１）

３ ARI（該当） ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ（＋）
ARI（該当） ARI（１） ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ（１）

ARI（１）

４ ARI（該当） ARI（該当） ARI（１） ARI（１）

５ 手足口病（診断）
ARI（該当）

手足口病（１）
ARI（１）

急性呼吸器感染症（ARI）の症例定義
咳嗽、咽頭痛、呼吸困難、鼻汁、鼻閉のどれか１つの症状を呈し、

発症から10日以内の急性的な症状であり、

かつ医師が感染症を疑う外来症例



内科定点／小児科定点 【報告様式−内科定点】

７．報告方法（急性呼吸器感染症定点）
所定の様式にて、１週間あたりの患者数【症例定義に一致する者の数】を報告する

現様式 新様式

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ

ARI（症例定義に一致する者の数）

（急性呼吸器感染症定点）

COVID-19COVID-19

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ

追加



内科定点／小児科定点 【報告様式−小児科定点】

現様式 新様式

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ
COVID-19 ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ

COVID-19

ARI（症例定義に一致する者の数）

小児科
１０疾患

８．報告方法（小児科定点、急性呼吸器感染症定点）
所定の様式にて、１週間あたりの患者数【症例定義に一致する者の数】を報告する

追加

（急性呼吸器感染症定点）

小児科
１０疾患



内科定点／小児科定点 【報告方法】

１０．各区衛生課への報告方法について

（１）FAX

新様式に記入の上、報告日時までに、各区衛生課宛てFAXにて送信ください。

（２）感染症サーベイランスシステムに入力
【異常事象検知サーベイランスサブシステム】で、報告してください。
・入力マニュアルについては、システムを利用されている医療機関様に後日送付予定です。
・インフルエンザ、COVID-19、小児科定点対象疾病については、これまでどおり、
【感染症発生動向調査サブシステム】での報告になります。

９．報告用紙の配布について
新様式について、【郵送】 または 【メール】にて送付します。

＊令和７年１月〜４月分の様式配布の際の方法に準じて、送付する予定です。



内科定点／小児科定点 【報告方法】

感染症サーベイランスシステムでの入力画面（参考）

＊入力方法等については、後日送付する厚生労働省作成のマニュアルを御参照ください。



１１．今後の病原体定点における検体選定について

（１）病原体定点（内科）

（現在）インフルエンザ病原体定点 ⇒（令和７年４月７日以降）急性呼吸器感染症病原体定点

インフルエンザ・インフルエンザ様疾患の患者
の検体

急性呼吸器感染症の症例定義に一致する患者
の検体

（２）病原体定点（小児科）
（現在）小児科病原体定点 （令和７年４月７日以降）小児科病原体定点

インフルエンザ病原体定点 ⇒ 急性呼吸器感染症病原体定点

月毎に指定する４種類の優先採取疾患の患者
インフルエンザ・インフルエンザ様疾患の患者

の検体

月毎に指定する４種類の優先採取疾患の患者
急性呼吸器感染症の症例定義に一致する患者

の検体

病原体定点【検体採取をお願いする患者の選定】

急性呼吸器感染症（ARI）の症例定義
咳嗽、咽頭痛、呼吸困難、鼻汁、鼻閉のどれか１つの症状を呈し、
発症から10日以内の急性的な症状であり、
かつ医師が感染症を疑う外来症例



病原体定点【検体の種類・検査項目】

結果の還元について
・病原体検出状況（速報）として、原則、検体を提出いただいた翌週に、１週間分取りまとめた結果を
メールで送付します。また、健康安全研究所のホームページ内にも掲載予定です。

・検査成績書は、従来どおり、検体回収後、約１か月後に発行となります。

１２．病原体定点における検体の検査等について
（１）検体の種類

鼻咽頭拭い液が推奨。
（難しい場合は、鼻腔拭い液、鼻汁（鼻水）、鼻腔吸引液でも差し支えない。）

（２）検体の採取依頼数
週２検体の採取への協力をお願いします。

・採取日： 月曜日または火曜日
・回収日： 水曜日午前中（休診の場合は、区衛生課と調整の上、変更）

＊検体採取後、検査開始まで７２時間を超えないように調整。

（３）検査項目
A型インフルエンザウイルス、B型インフルエンザウイルス、SARS-CoV-2、アデノウイルス
ヒトパラインフルエンザウイルス、RSウイルス、ヒトメタニューモウイルス、ライノ/エンテロウイルス、
百日咳菌 (※)、肺炎マイコプラズマ (※)、パラ百日咳菌 (※)、Bordetella holmesii (※)

(※) PCR検査のみ。なお、上記４菌種の検査は、令和７年度に配布する容器で採取した検体から開始します。

採取容器について
・４月当初においては、令和６年度配布分の採取容器を御利用ください。
・令和７年度分の容器等については、４月下旬以降、順次配布予定です。



病原体定点【試験検査依頼書】

小児科定点においては、定点種別に必ず〇をつけてください。
急性呼吸器感染症定点：【急性呼吸器感染症の症例定義に一致する患者】の検体
小児科定点 ：【月ごとに指定する４種類の優先採取疾患の患者】の検体

必須です！

(旧)インフルエンザ定点
↓
(新)急性呼吸器感染症定点

注５）全自動遺伝子解析装置等を
設置しており、同装置にて検査を
行った場合は、得られた結果を
「主治医等から川崎市健康安全
研究所への連絡事項」の欄

に記載をお願いします。

追加

変更

◆小児科定点については、新たに配布する新様式を使用してください。
◆内科定点については、当面の間、現様式を使用してください。

小児科定点・内科定点ともに、
該当する場合には、記載を
お願いいたします。


